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宮城県内道路 路面標示連絡調整会議

連絡調整会議の進め方（案）
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宮城県内道路 路面標示連絡調整会議

連絡調整会議の進め方（案）

路面標示の維持管理上の特徴

１．路面標示は管理対象が長い（多い）

①区画線は路線延長に比例して存在し、その延長は路線延長よりはるかに多い

②横断歩道や停止線等、個別の路面標示も多数存在

③例えば外側線、一連区間でも不均一に劣化が進行する

２．路面標示は更新サイクルが短い

①箇所にもよるが、短い場合は１～２年程度で著しく劣化が進むものもある

②県内山間部においては、除雪作業による摩耗によりさらに更新サイクルが早い

③法定点検施設のような予防保全は困難

３．通行機能を複数の管理者が管理する路面標示で確保している

①円滑かつ安全な通行を確保するため、それぞれの管理者がそれぞれの優先順位

に基づき路面標示を管理

②１つの交差点上の路面標示を、複数の管理者が管理している

③各管理者の路面標示の１つが消えると、全体の機能が低下する
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宮城県内道路 路面標示連絡調整会議

連絡調整会議の進め方（案）

路面標示の特徴を踏まえた維持管理の課題

１．劣化状況の把握が難しい

①管理対象が長い（多い）ため、点検精度の確保が困難

②一連の区画線で劣化が不均一に生じる

２．路面標示の耐用年数が不明

①路面標示の劣化要因は様々で不明な点が多く、要因毎の耐用年数も不明

②「更新」を計画的に行う場合、耐用年数の把握が必要

３．路面標示の施工方法の検討・調整

①発注者毎に路面標示の更新年度、発注時期が異なる

②道路交通への影響を最小限にしつつ効率的に更新を進めるためには、

管理者間の連携と積極的な事前調整が重要

3



宮城県内道路 路面標示連絡調整会議

連絡調整会議の進め方（案）

連絡調整会議での検討内容

１．同時施工等の実施について

①目指すべき同時施工箇所の優先順位の整理

②同時施工に向けた対象箇所の選定

２．路面標示の点検について

①劣化状況の把握手法の検討

②必要に応じて点検情報の共有

３．その他

①各管理者間の路面標示の現状に関する情報共有

②他の管理者の事例収集
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宮城県内道路 路面標示連絡調整会議

路面標示は、道路利用者の交通安全上、非常に重要であることから、宮城県内の路面標示についての
意見交換、検討、調整等、各管理者間で連携を行うことで、道路利用者等の安全確保に資することを目
的とする。

１．設立趣旨

第
１
回
連
絡
調
整
会
議

第
２
回
連
絡
調
整
会
議

ワーキンググループ（ＷＧ）
１．同時施工等の実施について
①目指すべき同時施工箇所の優先順位の整理
②同時施工に向けた対象箇所の選定
２.路面標示の点検について
①劣化状況の把握手法の検討
②必要に応じて点検情報の共有
３.その他
①各管理者の路面標示の現状の情報共有
②他の管理者の事例収集

令和７年度 令和８年度以降

ＷＧ

連
絡
調
整
会
議

（Ｒ７.５月）

・設立趣旨

・連絡調整会議の進め方

（Ｒ８.１月頃予定）

・Ｒ７実施結果報告

・Ｒ８同時施工箇所予定

・市町村参加予定

２．連絡調整会議の進め方（案）
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